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保健体育
運動を通して体力を高めま

す。
保健体育１

■　学習・教育目標　■

医療従事者の基本となる「ホスピタリティー論」や、チーム医療の一員として幅広い視野で活躍できる科目を設けています。また、「外国語」「統計学」などを学ぶことで、医療に携わ

る者として必要な研究姿勢を学生のうちから身につけます。

科目群の学習・教育目標
第1学年 第2学年 第3学年

人文科学

人の心を理解し、よりよい

関係性をつくっていくため

に必要な基本的知識を学び

心理学

日本語表現法

カウンセリング論

ホスピタリティー論３

■　学習・教育目標　■

健康状態の心身のつくりやはたらきを十分理解し、その上で病期や障害の成り立ちを学ぶ体系的な科目を設定しています。予防医学を含む多くの臨床科目を設け、特に「精神医学」「臨

床心理学」などは、心のリハビリに関わる作業療法には必須の科目です。

科目群の学習・教育目標
第1学年 第2学年 第3学年

社会科学
人間の社会の様々な面を科

学的に学びます。

文化人類学

社会福祉概論

保健体育２

外国語
言語や文化について体験的に理解を

深めます。
外国語

ホスピタリティー論
医療従事者に必要なホスピタリ

ティーマインドを学びます。
ホスピタリティー論１ ホスピタリティー論２

自然科学

身体の様々な働らき方の機

序を学びます。また研究の

基礎を学びます。

生理学

物理学

統計学

生理学実習

人間発達学

運動学
臨床運動学

運動学実習

医学概論

病理学概論

整形外科学１

人体の構造と機能

及び心身の発達

人が作業することは、脳

と身体の複雑なシステム

で成り立っています。脳

と身体の基本的な知識を

学びます。

解剖学１

解剖学２ 解剖学実習

解剖学３

生理学

リハビリテーショ

ンの理念

リハビリテーションの仕組みを

体系的に学びます。

リハビリテーション概論１ リハビリテーション概論２

社会保障制度論

■　学習・教育目標　■　

小児科学

臨床心理学

救急救命医学

健康増進論

画像診断学１

画像診断学２

疾病と障害の成り

立ち及び回復過程

の促進

基礎医学の基本的知識を

学びます。

整形外科学２

神経内科学１ 神経内科学２

内科学1 内科学2

精神医学１ 精神医学２

多種多様な障害をもつヒトの生活を身体的･精神的･環境面からとらえ、一人ひとりに適した援助が行えるように多角的に科目を設定しています。

「アニマル介在療法」や「デジタル活用支援」、「サービスラーニング」などの学科独自のカリキュラムも導入し特色ある取り組みをしています。

科目群の学習・教育目標
第1学年 第2学年 第3学年

基礎作業療法学
作業療法の理論や作業活動

の治療的応用を学びます。

作業療法学概論

キャリア教育学

基礎作業学概論

基礎作業学技法・分析1 基礎作業学技法・分析2

臨床運動学

作業療法研究

作業療法管理学
医療安全管理を理解し、組織や業務のマネジメ

ントについて学びます。
医療倫理学 職場管理学

治療学２

身体障害治療学1（中枢A）

作業療法総合実習１
身体障害治療学2（中枢B）

作業療法総合実習２
身体障害治療学3（整形）

作業療法評価学
身体･精神･脳機能などの評価の知識

と技術を学びます。

作業療法評価学1

作業療法評価学2

作業療法評価学3

作業治療学

作業療法士は幅広い対象者

の支援を行います。この科

目では疾病の原因、状態、

経過の基本知識を学び、対

象者が持つ能力を最大限生

かし、生活を向上させるた

めの理論を学びます。

治療学1（総論）

身体障害治療学4（内部）

音楽療法
アニマル介在療法

デジタル活用支援

日常生活活動学1 日常生活活動学2

福祉用具機器関連

装具学 義肢学

発達障害治療学

精神障害治療学

老年期障害治療学

高次脳機能障害治療学

運動療法

臨床実習
臨床における実習にて段階的に到達目標

を設定し、より実践的な作業療法技術を

身につけていきます。

臨床実習１ 臨床実習２ 臨床実習３

職業関連活動

作業療法総合セミナー

地域作業療法学
病院を退院した人は、それぞれの家庭や

仕事の現場に戻ります。地域の中で生活

するための支援法を学びます。

地域作業療法学概論 地域リハビリテーション論

生活環境学
サービスラーニング


